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(54)【発明の名称】 アクティブマトリックス表示装置

(57)【要約】
【課題】  画素数の増加に伴なうアクティブマトリック
ス液晶表示装置の電力増加と充電時間の減少という問題
を解決し、高精細化への対応が容易なアクティブマトリ
ックス表示装置を提供する。
【解決手段】  信号線を分割配線構成とすることで、ス
イッチング素子のオン時間を倍増し、充電時間のマージ
ンを大きくすると共に信号線駆動電力を半減することが
できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  Ｘ方向にｍ個、Ｙ方向にｎ個の画素をマ
トリックス状に配置し、各画素は画素電極とスイッチン
グ素子から構成され、前記スイッチング素子を介して画
素電極への電圧の印加を制御する信号線と走査線がそれ
ぞれＹ方向とＸ方向に配線されたアクティブマトリック
ス表示装置であって、Ｙ方向に１，３，５，・・・番目
の画素は第１の信号線群に、２，４，６，・・・番目の
画素は第２の信号線群にそれぞれ接続し、１及び２番目
の画素、３及び４番目の画素、５及び６番目、・・・、
(n-1)およびn番目の画素がそれぞれ同一の走査線に接続
され、少なくとも２ｍ本の信号線を有することを特徴と
するアクティブマトリックス表示装置。
【請求項２】  画素の両側に第１の信号線と第２の信号
線を配置することを特徴とする請求項１記載のアクティ
ブマトリックス表示装置。
【請求項３】  第１の信号線群と第２の信号線群を共通
の駆動装置に接続することを特徴とする請求項１記載の
アクティブマトリックス表示装置。
【請求項４】  第１の信号線群と第２の信号線群をそれ
ぞれ第１の駆動装置および第２の駆動装置に接続するこ
とを特徴とする請求項１記載のアクティブマトリックス
表示装置。
【請求項５】  第１の駆動装置と第２の駆動装置が画素
領域の両側になるよう配置することを特徴とする請求項
４記載のアクティブマトリックス表示装置。
【請求項６】  画素電極に液晶素子が接続されているこ
とを特徴とする請求項１記載のアクティブマトリックス
表示装置。
【請求項７】  液晶素子が反射型であることを特徴とす
る請求項１記載のアクティブマトリックス表示装置。
【請求項８】  画素電極に発光素子が接続されているこ
とを特徴とする請求項１記載のアクティブマトリックス
表示装置。
【請求項９】  スイッチング素子が薄膜トランジスタで
あることを特徴とする請求項１記載のアクティブマトリ
ックス表示装置。
【請求項１０】  Ｘ方向にｍ個、Ｙ方向にｎ個の画素を
マトリックス状に配置し、各画素は画素電極とスイッチ
ング素子から構成され、前記スイッチング素子を介して
画素電極への電圧の印加を制御する信号線と走査線がそ
れぞれＹ方向とＸ方向に配線されたアクティブマトリッ
クス表示装置であって、Ｙ方向に２つの領域に分割し、
一方の領域の画素は第１の信号線群に、他方の領域の画
素は第２の信号線群にそれぞれ接続し、少なくとも２ｍ
本の信号線を有することを特徴とするアクティブマトリ
ックス表示装置。
【請求項１１】  第１の信号線群に接続された画素は第
１の走査線群に接続し、第２の信号線群に接続された画
素は第２の走査線群に接続することを特徴とする請求項*
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*１０記載のアクティブマトリックス表示装置。
【請求項１２】  第１の信号線群に接続された画素は第
１および第３の走査線群に接続し、第２信号線群に接続
された画素は第２および第３の走査線群に接続すること
を特徴とする請求項１０記載のアクティブマトリックス
表示装置。
【請求項１３】  画素電極に液晶素子が接続されている
ことを特徴とする請求項１０記載のアクティブマトリッ
クス表示装置。
【請求項１４】  液晶素子が反射型であることを特徴と
する請求項１０記載のアクティブマトリックス表示装
置。
【請求項１５】  画素電極に発光素子が接続されている
ことを特徴とする請求項１０記載のアクティブマトリッ
クス表示装置。
【請求項１６】  スイッチング素子が薄膜トランジスタ
であることを特徴とする請求項１０記載のアクティブマ
トリックス表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、コンピュータの画
像やテレビジョンの映像等を表示するためのアクティブ
マトリックス液晶表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】近年、液晶表示装置（ＬＣＤ）は、薄
型、省電力といった特徴から注目され、より一層の高精
細化、省電力化の要求が高まっている。
【０００３】図６に従来のアクティブマトリックス液晶
表示装置の構成図を示す。図６において、１０は表示領
域部であり、走査線Ｇ1，Ｇ2，Ｇ3，Ｇ4，・・・，Ｇn-
1，Ｇnと、信号線Ｓ1，Ｓ2，Ｓ3，Ｓ4，・・・Ｓmとの
交差部の各画素にスイッチング素子１１と液晶素子１２
とが配置され、各走査線は走査線駆動回路２０に接続さ
れ、各信号線は信号線駆動回路３０に接続されている。
【０００４】図７は従来のアクティブマトリックス液晶
表示装置の動作タイミングを示すものである。走査線駆
動回路２０で各走査線Ｇ1，Ｇ2，Ｇ3，Ｇ4，・・・，Ｇ
n-1，Ｇnをそれぞれ図７のＶ(G1)，Ｖ(G2)，Ｖ(G3)，Ｖ
(G4)，・・・，Ｖ(Gn-1)，Ｖ(Gn)に示すように、順次に
走査することで、１水平期間ごとに各走査線に接続され
たスイッチング素子を順次選択的にオンさせて各信号線
からの信号Ｖ(S)を各液晶素子に印加して表示を行う。
ここで、フリッカを抑制するため隣接する画素で印加電
圧の極性を異ならせるため、信号線の駆動電圧は１水平
期間毎に反転させるのが一般的である。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】このような従来のアク
ティブマトリックス液晶表示装置では、１つの信号線の
容量をＣｓ，１水平期間つまり各走査線のオン期間をｔ
ｈ、信号線の最大駆動電圧をＶsppとすると、ｍ本の信
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3
号線の最大駆動電力Ｐは式Ｐ＝ｍ×Ｃｓ×Ｖspp×Ｖspp
／(２×ｔｈ)で表せる。ここで、ｔｈはフレーム周期と
走査線数によって決まるが、フリッカの発生を抑制する
ためにフレーム周期は任意に設定することが困難である
ため、走査線数の増加に伴なってｔｈは短くなる。また
Ｃｓは走査線との交差の数に依存する。したがって、高
精細化に伴ない画素数が増加すると信号線数ｍと走査線
数ｎが大きくなり、電力Ｐが大きくなる。また、ｔｈが
短くなることから液晶素子への充電時間が短くなり、ス
イチング素子１１の性能の向上が必要となるという問題
を有していた。
【０００６】本発明は上記従来の問題点を解決するもの
で、画素数の増加に伴なう電力の増加を抑制すると共
に、画素の液晶素子への充電時間を長くするアクティブ
マトリックス表示装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】この目的を達成するため
に本発明のアクティブマトリックス表示装置は、Ｘ方向
にｍ個、Ｙ方向にｎ個の画素をマトリックス状に配置
し、各画素は画素電極とスイッチング素子から構成さ
れ、スイッチング素子を介して画素電極の印加を制御す
る信号線と走査線がそれぞれＹ方向とＸ方向に配線され
たアクティブマトリックス表示装置であって、Ｙ方向に
１，３，５，・・・番目の画素は第１の信号線群に、
２，４，６，・・・番目の画素は第２の信号線群にそれ
ぞれ接続し、１及び２番目の画素、３及び４番目の画
素、５及び６番目の画素、・・・、(n-1)及びn番目の画
素がそれぞれ同一の走査線に接続され、少なくとも２ｍ
本の信号線を有することを特徴として構成されている。
【０００８】上記構成により、同一画素数では、信号線
の駆動周期とスイッチング素子のオン時間を２倍にする
ことができ、電力の削減と画素への書き込みマージンの
拡大が可能となる。
【０００９】また、Ｘ方向にｍ個、Ｙ方向にｎ個の画素
をマトリックス状に配置し、各画素は画素電極とスイッ
チング素子から構成され、前記スイッチング素子を介し
て画素電極の印加を制御する信号線と走査線がそれぞれ
Ｙ方向とＸ方向に配線されたアクティブマトリックス表
示装置であって、Ｙ方向に２つの領域に分割し、一方の
領域の画素は第１の信号線群に、他方の領域の画素は第
２の信号線群にそれぞれ接続し、少なくとも２ｍ本の信
号線を有することを特徴として構成されている。
【００１０】上記構成により、電力の削減と画素への書
き込みマージンの拡大を行うと共に、信号線数の増加に
伴なう有効表示領域の減少を抑止することが可能とな
る。
【００１１】
【発明の実施の形態】（発明の実施の形態１）以下、本
発明の実施の形態について図面を参照しながら説明す
る。
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【００１２】図１に本発明の実施の形態に係わるアクテ
ィブマトリックス液晶表示装置の構成図を示す。図１に
おいて、１０は表示領域部であり、走査線Ｇ1，Ｇ2，Ｇ
3，Ｇ4，・・・，Ｇn/2と、信号線ＳＵ1，ＳＵ2，ＳＵ
3，ＳＵ4，・・・ＳＵm，ＳＤ1，ＳＤ2，ＳＤ3，ＳＤ
4，・・・ＳＤmとの交差部の各画素にスイッチング素子
１１と液晶素子１２とが配置され図５と同じ画素数を構
成している、各走査線は走査線駆動回路２０に接続さ
れ、各信号線は信号線駆動回路３０，３１に接続されて
いる。
【００１３】図２は本実施形態のアクティブマトリック
ス液晶表示装置の動作タイミングを示すものである。走
査線駆動回路２０で各走査線Ｇ1，Ｇ2，・・・，Ｇn/2
をそれぞれ図２のＶ(G1)，Ｖ(G2)，・・・，Ｖ(Gn/2)に
示すように、順次に走査することで、１水平期間ごとに
各走査線に接続されたスイッチング素子を順次選択的に
オンさせて各信号線からの信号Ｖ(SU)，Ｖ(SD)を各液晶
素子に印加して表示を行う。
【００１４】ここで、従来の構成におけるスイッチング
素子のオン時間をｔｈとすると、本実施形態ではその時
間が２倍の２×ｔｈになる。したがって液晶素子への書
き込み時間のマージンが大きくなる。また各信号線の容
量は走査線数が半減するのでＣｓ／２であるが信号線数
が倍増するので、信号線駆動電力はＰ＝２×ｍ×Ｃｓ／
２×Ｖspp×Ｖspp／(２×２×ｔｈ)＝ｍ×Ｃｓ×Ｖspp
×Ｖspp／(４×ｔｈ)となり、図６の構成にくらべ半減
することが可能となる。また、フリッカを抑制するため
隣接画素の印加電圧の極性を反転させるとすると、従来
であれば図７に示すように１垂直期間の中で１水平期間
毎に信号線駆動電圧Ｖ(Ｓ)の極性を反転させる必要があ
ったが、本発明では信号線駆動電圧Ｖ(SU)，Ｖ(SD)は図
２に示すように１垂直期間にわたって極性が変化しない
ので、さらに電力が低減され上式以下の電力になる。
【００１５】また、信号線は図１に示すように画素の両
側に配置することにより、信号線間の交差点を無くすこ
とが可能となり、信号線容量の増加が阻止できる。さら
に反射型の液晶素子や、エレクトロルミネッセンスなど
の発光素子を用いることにより信号線の増加に伴なう有
効表示画素領域の減少が回避できる。
【００１６】（発明の実施の形態２）以下、本発明の第
２の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
図３は本発明の第２の実施の形態を示すアクティブマト
リックス液晶表示装置の構成図である。
【００１７】図３において、１０は表示領域部であり、
走査線Ｇ1，Ｇ2，Ｇ3，Ｇ4，・・・，Ｇnと、信号線Ｓ
Ｕ1，ＳＵ2，ＳＵ3，ＳＵ4，・・・ＳＵm，ＳＤ1，ＳＤ
2，ＳＤ3，ＳＤ4，・・・ＳＤmとの交差部の各画素にス
イッチング素子１１と液晶素子１２とが配置され図５と
同じ画素数を構成している。各走査線は走査線駆動回路
２０に接続され、各信号線は信号線駆動回路３０，３１
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に接続されている。
【００１８】図４は本実施形態のアクティブマトリック
ス液晶表示装置の動作タイミングを示すものである。走
査線駆動回路２０で各走査線Ｇ1，Ｇ2，・・・，Ｇnを
それぞれ図２のＶ(G1)，Ｖ(G2)，・・・，Ｖ(Gn)に示す
ように、順次に走査することで、１水平期間ごとに各走
査線に接続されたスイッチング素子を順次選択的にオン
させて各信号線からの信号Ｖ(SU)，Ｖ(SD)を各液晶素子
に印加して表示を行う。
【００１９】ここで、従来の構成におけるスイッチング
素子のオン時間をｔｈとすると、本実施形態ではその時
間が２倍の２×ｔｈになる。したがって液晶素子への書
き込み時間のマージンが大きくなる。また各信号線の容
量は走査線数が半減するのでＣｓ／２であるが信号線数
が倍増するので、信号線駆動電力は
Ｐ＝２×ｍ×Ｃｓ／２×Ｖspp×Ｖspp／(２×２×ｔｈ)
＝ｍ×Ｃｓ×Ｖspp×Ｖspp／(４×ｔｈ)
となり、図６の構成にくらべ半減にすることが可能とな
る。
【００２０】また、図５に示すように、表示領域をＹ方
向に分割する境界位置を信号線毎に（Ｘ方向に沿って）
異なる構成にすることにより、上下分割した表示領域間
で発生するかもしれない輝度差を緩和することが可能と
なる。この構成では、上側領域の画素（上側信号線駆動
回路３０に接続された画素）の大部分は第一の走査線群
（Ｇ1～Ｇn/2-1）に接続され、下側領域の画素（下側信
号線駆動回路３１に接続された画素）の大部分は第二の
走査線群（Ｇn/2+2～Ｇｎ）に接続されるが、分割境界
近辺では、上側領域の画素の一部、および下側領域の画
素の一部は第三の走査線群（Ｇn/2、Ｇn/2+1）に接続さ
れている。
【００２１】なお、第１の発明の実施の形態において、
信号線駆動回路を３０と３１に分離して表示領域の両側
に配置する構成としたが、この構成に限定されるもので

6
はなく、信号線駆動回路３０と３１を表示領域の一方に
配置してもよく、また同一の駆動回路で駆動する構成に
してもよい。
【００２２】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
信号線を分割配線構成とすることで、スイッチング素子
のオン時間を長くし、充電時間のマージンを大きくする
と共に信号線駆動電力を半減することができ、高精細化
による画素数の増加に対応が容易になり、またパネルの
大型化による寄生抵抗、寄生容量の増加に対してもスイ
ッチング時間を倍増できることから、影響を小さくする
ことができ、その実用的効果は大きい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態におけるアクティブ
マトリックス液晶表示装置の構成図
【図２】本発明の第１の実施の形態におけるアクティブ
マトリックス液晶表示装置の動作タイミングチャート
【図３】本発明の第２の実施の形態におけるアクティブ
マトリックス液晶表示装置の構成図
【図４】本発明の第２の実施の形態におけるアクティブ
マトリックス液晶表示装置の動作タイミングチャート
【図５】本発明の第２の実施の形態におけるアクティブ
マトリックス液晶表示装置の構成図
【図６】従来の実施の形態におけるアクティブマトリッ
クス液晶表示装置の構成図
【図７】従来の実施の形態におけるアクティブマトリッ
クス液晶表示装置の動作タイミングチャート
【符号の説明】
１０  表示領域部
１１  スイッチング素子
１２  液晶素子
２０  走査線駆動回路
３０，３１  信号線駆動回路
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